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アプリケーションシステムの効率的
"HIPACE”

計技法

Software EngIneering MethodologY for Development of
Application SYStemS､､HIPACE′′

近年,コンピュータを用いたアプリケーションシステムの開発に当たっては,対

象業務の複雑化,大規模化による開発コストの増大,及び環j尭の変化に応じたシス

テムの変更コストの増加ということが問題となっている｡日立製作所はこのような

問題に対処するため,ア78リケーションシステムの効率的設計技法"HIPACE”を開

発した｡

"HIPACE''は,アプリケーションシステム開発のニーズ分析から運用保守に至る

までの一貫した標準手順と,これに対応したワークシートを設定した｡また手順に

基づいて,システム開発を効率的に行なうための技法と支援ツールの開発により,

システム開発をより効果的に行なうことができる｡

ll 緒 言

近年,コンピュータを用いた情報システムの開発,運用で

は,各ユーザーとも開発工数,保守工数の増大に悩まされて

いる｡このため,システム開発での生産性の向上が急務とさ

れている｡

生産性向上についてのこれまでの多くの施策は,主として

プログラミ ングやテストに関するソフトウェア生産技術に重

点が置かれてきた｡確かに,システムによってはプログラミ

ングやテストの段階に70～80%の工数が占められるものもあ

り,こう したソフトウェア生産技術を重点課題とすることは

避けられない｡しかし,ここ数年,システムエンジニアの慢

性的な不足の中で,｢エンドユーザーの真のニーズに合致した

質の高いシステムのタイムリーな実現+がなかなか達成され

ないことが大きな問題となってきている｡この問題を解決す

るためには,システム開発作業の中でも前工程に当たる分析

や設計の作業を有効かつ迅速に進めるための方策が不可欠で

あり,その開発が強く望まれてきている｡

"HIPACE''(HitachiPhased Approach for High Product

tive Computer System's Engineering)は,こうした要望にこ

たえて開発され,体系化されたアプリケーションシステムの

効率的開発技法の総称であF),特にシステム開発作業の前工

程に重点を置いたものである｡

本稿では,以下,この"HIPACE''の開発背景,ねらい及び

その概要について紹介する｡1)

臣l"HIPACE”のねらいと構成

コンピュータを用いた情報システムの開発では,

(1)経営層,利用部門からのニーズの多様化と速応性の要求

(2)システム開発工数の増大と長期化

(3)オンラインシステムの急増とコンピュータシスタムへの

依存性の増大に伴う高信頼性の要請

(4)既存システムの巨大化に伴う変更,保守コストの増大

(5)コンピュータ利用コストに占める人件費比率の増大と有

能なシステムエンジニアの慢性的不足
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といった数々の問題が存在する｡2ト3)このため"HIPACE''で

は,次の目標を掲げ,そのための方法論を具体化し,標準手

順,技法及び支援ツールの開発を行なってきた｡

(1)エンドユーザー参加と前工程重視のシステム開発の実現

今後のシステム開発には,エンドユーザーの参加は必須と

言える｡それは集中開発体制の限界を打破するためにも,ま

たエンドユーザーのノウハウを開発するシステムに注入する

ためにも望まれることである｡"HIPACE''では,エンドユ【

ザーをコンピュータの詳細を知る必要のない立場としてとら

え,(a)エンドユーザーとシステムエンジニアとの間のコミュ

ニケーション手段の確保(SDF:Structured Data Flow Dia-

gram),(b)システム開発でのユーザー責任項目の明確化,(C)エ

ンドユーザー参加局面(分析･計画段階)とコンピュータ化局

面(設計･製造段ド皆)の分離,を図った｡また,これらの各工

程に標準工程を定め,作業内容をワークシート化した(SPDS:

Standard Procedure to Develop System)｡これによr),シ

ステムエンジニアにより異なる作業の進め方,内容を均一化

し,レビューや管理を容易にした｡

(2)システム要求確定に関する技法の確立

システム保守コストの増大及びシステム開発音昆乱の多くは,

不確定なシステム要求に基づいた設計,製造に起因する｡そ

れゆえ,システム仕様の十分な検討と確定をⅠ司る技法が要求

されてきた｡"HIPACE''はこれに対し,(a)ユーザーニーズを

利害者関与関係でとらえながら分析する技法(PPDS:Plan-

ning Procedure to Develop System),(b)システム計画段階

をエンドコーザーと相互に進めるための構造分析技法,(c)確

定された要求仕様を記述し,仕様に内在する矛盾及び不整合

を検出するための支援ツールなどを用意した｡

(3)システムライフサイクルコスト削減のための技法の体系化

システムに関するコストをそのライフサイクル全体でとら

える必要性については,既に十分に認識されつつある｡シス

テム保守コストがライフサイクルコストの70%を超えるもの

となることはよく知られている｡``HIPACE''はこのような問題
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図l"HIPACE”の構成要素の位置付け -1HIPACE''(H■taChiPhased Approach for High Productive Computer System･s Engineerj｡g)を構成する手順,

技法.ツールの位置付けを示す｡

点を重視し,生産性向上及び保守性向上のために,(a)構造分

析技法(HIPACE-SA:"HIPACE-Structured Analysis''),

(b)構造設計技法(HIPACE-SD:"HIPACE-Structured

Design”),(c)構造化プログラミング技法(HIPACE【SP:

"HIPACE-Structured Programming'')を開発した｡

(4)システム開発,運用における管理統制の確立

情報システムでの問題点の多くは,開発及び運用での管理

統制の不備にあり,その改善充実は急務と言える｡そこで

`▲HIPACE''は,(a)システム開発過程の管理を高めるため,開

発過程を区分け(フェーズ分け)して,管理活動が着実に介入

するフェーズドアブローチを標準手順に組み入れた｡また,

(b)プロジェクト相互及びユーザー相互の調整と管理統制,更

に,開発されたシステムとシステム資源の管理を確立するシ

ステム管理業務についての標準手順,及び技法も用意した｡

図lに"HIPACE''を構成する諸要素を示す｡

以下,その主なものにつし､て紹介する｡

同 システム開発標準手順

3.1 システム開発標準手順の考え方

システム開発標準手順(SPDS)は,業務システムの開発,

運用及び保守を効率よく行なうために,システム開発作業の

手順,管理の手順を標準化し,一貫した思想に基づいて体系

化したものである｡

SPDSのねらいは次にある｡

(1)システムライフサイクルコストの低減

(2)エンドユーザー参画型システム開発の実現

(3)プロジェクト管理の容易化

(4)共有資手原管理の充実

図2はSPDSの適用概念を示したものである｡SPDSはⅠ才q

つの標準手順から成り,作業及びその管理を標準的ワークシ

ートに従って行なうことができる｡これらは,

(1)エンドユーザー自らがシステムの基本仕様を決め,シス

テムの効果やコストの見積りなどシステム計画を確実に行な
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える手順｡

(2)業務システムの計画立案,設計工程での誤りを早期に発

見するために,すべての作業に着実なレビューを行なうため

の手順｡

を提供している｡

シ ス テム開発標準手順(S P D S)

システム計画

標 準 手 順

システム設計

標 準 手 順

プロジェクト管理

標 準 手 順

(ワークシート)

⊂:::::::====:::::::::コ

作業要領

＼ _.
/
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ワークシート

/システム

計画書

● へ
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ヽく

システム管理

標 準 手 順

巨日
(技法集)

日∃

(出力ドキュメント)

システム

設計書

図2 システム開発標準手順の適用概念 システム開発標準手順は,

ワークシートへの記入により作業を進めることを示す｡
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図3に,作業要領と具体的なワークシート記入例を示す｡

SPDSを利用することにより,二大に述べるような効果が得

られる｡

(1)作業手順の標準化

(2)ドキュメントの標準化

(3)システムの全体管理,プロジェクト推進管理の容易化

(4)信栢性,保守性の向上

3.2 システム計画標準手順

システム計画標準手順は,システム計画フェーズで使用す

る手順である｡システム計画フェーズの目的は,分析フュー

ズで明確になったエンドユーザーのニーズと現二状分析結果に

基づいて,改善案の選定とコンピュータ処理への展開を行な

い,実現すべきシステムのコストと効果を算定し,認可を受

けることである｡

図4は,システム計画標準手順の構成を示したものである｡

SPDSではシステム計画フェーズに重点を置き,できるだけ

多くのシステムの要件を明確にすることを目標としている,

このためエンドユーザが参加し,コンピュータ部門の管王聖者,

システムエンジニアとともに作業を行なう｡

3.3 システム設計標準手順

システム設計標準手順は,システム設計フェーズで使用す

る手順である｡システム設計フェ【ズの目的は,システム計

画フェーズで明確となったシステム要件を,与えられた環境

の下で具体的な業務処理仕様,コンピュータ処理仕様に展開

することである｡

図5は,システム設計標準手順の構成を示したものである｡

システム設計フェーズは,システム管:哩(共有資順管理)と

連係をとりながら作業を進めることが必要であり,エンドユ

ーザー,コンピュータ部門の管理者及びシステムエンジニア

が作業を行なう｡

B3

内 容

システム

業務仕様

の設定

B3.4.1

ワークシート

の書き方｡

参考資料

当千ー

する黎

を任免

寧日
記入

8且4

鮮卑

穆鞄菅

(a)作業要領

一

BO フェーズイニシエーション

Bl 基 本 構 想 設 定 B2 費頁似システム の調査

B3 業 務 仕 様 の 設 定

B4 コンピュータ処王里への展開

B5 コンピュータ処理内容設定

B6 入出力ファイル方式の設定

B7 プログラム規模の算出

構造分析技法

B8 ソフトウェア構成の設定 B9 ハードウェア構成の設定

BlO 処 王里 能 力 計 算

Bll テ スト 方 式 の 検 討 B12 運 用 方 法 の 検 討

B13 移 行 方 法 の 検 討

B14 作 業 工 数 の 見 積

B15 開 発 体 制 設 定

B16 スケジュ ールの検討

B†7 卜 算 出 B18 効

B19 効 果･コ スト 比較

B20 フェーズターミネーション

システム

計画書

図4 システム計画標準手順の構成 システム計画標準手順は,2り固

のステップ(BO～B20)から構成されていることを示す｡また,ワークシートは

56種ある｡

B3.4 情報設定ワークシート J
B3.4 情報設定 7‾ク

ソート

B3.4.2

出力帳票一覧表

作成 山田イ乍
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亡]
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発
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二■[

成年
最
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1

作業

指示書

KOl 作業申請 LST 電算課 日 1 人手

業

務
課

2

磁気テー7

出庫指示書
KO2

3回/

/日
1

電
算
課

3

帳 票

出庫指示書

KO3 日 1

奔
材
課

(b)ワークシート

図3 システム開発標準手順の記入例 システム開発標準手順の作業要領,及びワークシート記入例を示す｡
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CO フェーズイニシエーション

Cl 業務処理仕様書の作成 〆プ

C3 ド 設 計 C2

構造分析技法

信頼性設計

C4 入 力 設 計 C5 出 力 設 計

C6 オンライン入出力設計

C7 フ ァ イ ル 設 計

C8 D B 設 計 C9 D C 設 計

ClO 機 械 処 王里 設 計

Cll 性 能 設 計

C12 テ ス ト 方 式 設 計

C13 運 用 設 計

C14 移 行 方 法 の 決 定

C15 システム構成の見直L

C16 フェーズターミネーション

く===コ 構造設計技法

注:略語説明

DB(Data Ba$e)

DC(Data Communication)

→システム 設計書

図5 システム設計標準手順の構成 システム設計標準手順は17個の

ステップ(C8～C16)から構成されていることを示す｡また,ワークシートは64

種ある｡

PJ

PJP

PJPl

目的

内容

出力情報

参考紳

プロジェクト

プロジェク

計画の作成

PJPり
ブロ

作者アク

項目の具体的な内容

一I

(a)作業要領

注:略語説明 WBS(WorkBreakdownStructure)

図6 プロジェクト管理標準手順の記入例
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3.4 プロジェクト管理標準手順

7bロジュクト管理標準手順は,プロジェクトとして実施さ

れるシステムの計画･設計･製造の作業を,計画･管理する

手順である｡

SPDSでは,プロジェクトの成果がユーザーによって機能

的にも,性能的にも受け入れられ,しかも予定された納期と

予算を守って達成されるように,次に述べるような方法を具

体化している｡

(1)プロジェクト計画の充実のために,

(a)計画の誤差を取り除くために,初期の計画を絶えず見

直すためフェーズドプロジェクトプランニング手法の採用

(b)すべての計画の基礎となるプロジェクト作業項目の洗

い出しと定義を行なうため,WBS(Work Breakdown Struc-

ture)の採用

(C)プロジェクトの発足に関する手順の定型化

(d)フェーズ別の組織体制の計画

(2)プロジェクト管理の充実のために,

(a)フェーズドアブローチによる作業の進行と各フェーズ

での開始,終了の管ヨ聖者による着実なレビューの実施

(b)管理のための基準としてマイルストーン計画とレビュ

ー計画の事前立案

(C)7Gロゾェクトファイルと管理レポートの標準化による

プロジェクト斗犬況把握の容易化

プロジェクトの計画と管理は,主としてプロジュクト管理

者により行なわれるが,その作業はプロジェクトメンバーに

よっても行なわれる｡図6は,プロジェクト管理標準手順の

記入例を示したものである｡

3.5 システム管理標準手順

システム管理標準手順は,次に述べるような業務をシステ

ム管理業務とし,システムの計画,設計,製造及び運用を通

して実施する手順を示したものである｡

l l

lp+Pl.3プロシ蒜重吉苫警ヂどティネソトワ_クの作戎lワークシーり
プロジェクトWBS及び ワーク PJPl.3_1 1作成l田 中 イ乍

戚

B

80_56 P.
作業アクティビアイネットワークの作成 シート WBS表 悼認l山 型

言ヤ芸l タイプ呈警｡警工芸号㌦BS呂三言て書誌昌ミ
l′1-シ1ン 日 付

l
項

番
最終成果物

大 項 目 中 項 目 小 項 目 所要

日数

所要放ち巨:人ノ 巾手工顎｢人日1

備 考二冨こ
号 作業名 之1

垣良し且

ノ文官手短

番

作業名
1 持卓+三者

キミ要E

叢

作業名
1 持卓Lヨも

′夫君曹司

1 こ-ス舟1.〒書 】 ニーズ爪令書.乙 11

†2

ユーザー乃

ヨヨ確一

ユーザーニース

爪ヨ呈

11t

112

121

122

ユーザーの定義

ユーサ¶ノ

事､土L

ユーサーニース

のた-､出L

ユーザーニース

･の己2】ホ

l

トユーザー致

(b)ワ"クシート

プロジェクト管王里標準手順の作業要領及びワークシートの記入例を示す｡
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利用部門
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‡

SM7 SM4

監視 と 調整 指 示 運 用 管 理

定常システムオペレーション 資源･環境仕様 システム仕様

図了 システム管壬里の概念 システム管理標準手順の各ステップ(SMl～SM7)の関連を示す｡

(1)共有システム資源の設定及び管理業務

データベースやハードウェアなどの榎数システムの共有資

源について,その構造や資源所要量を決め,更にその変更や

拡張を管理する業務

(2)システム標準の管理業務

データの名称や形式などの共有資1傾を効率的に活用するた

め,あるいはシステムライフサイクルを通じての生産性を向

_卜するために必要となる種々の標準を設定し,管理する業務
システム管理業務は,プロジェクトが特定の問題解決や目

標を達成するために働くのに対し,コンピュータシステム全

体の資源管理の立場からプロジェクトの作業を支接するもの

である｡

図7は,システム管理の概念を示したものである｡

【I 技 法

技法として以下のものを用意している｡

計 算 機

階層構造化アルゴリズム

会 話 処 ‡里

作 図 表 示

修 正･分 割･統 合

2ヲ

特定回線

黒

J

4.1問題発掘･整理技法(PPDS)4)･5)

システム開発の初期段階(問題分析･定義段階)では,関与

者のこ-ズを繋理L明確にすることによって,問題の設定と

システムの目標を決定する必要がある｡問題発掘･哲理技法

(PPDS)は,この段階で主に使われる技法で,問題をビジュ

アル化することによって関与者の知恵を引き出し,コンセン

サスを得ながら問題を分析することを支才差する技法である｡

本技法では,コンビュmタで対話的に問題.1∴】二を整理するプ

ログラムを用意している｡図8はPPDSの概要をホしたもの

である〔〕

4.2 構造分析技法

構造分析技法はシステム計画フェーズを支援する技法で,

業務処理を階層梢造的(全体から部分へ)に把握するものであ

る｡本校法ではSDFと構造化日本語を用意している｡SDFは

業三鞍機能を図式表現する技法で,エンドユーザーとコンピュ

ータ普引--『の設計担当者脚Jのコミュニケーションを円滑にする

板

｡モ｡○ニュコ【】

0 0 1
q

フ ァ イ ル 機 能

P P D S

N C〕

公 衆 回 線

顧

注:略語説明 VOS(VirtualStorage Operating System)PPDS(Plan[】ng Procedure10De〉elop SYStenり

TSS(Time-Sharing System) NC〕(Network CorltrO=+nlt)

図8 PPDSの概要 ppDSによる分析手順とPPDSを支援するツールの機能概略,及び支援範囲を示す｡

準 備

関与者利害関連表

による項目抽出

項目の階層構造化

見 直 し 修 正

分 析 手 順
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D3

匡】9 SDFによる記述例

できる｡

資 材 台 帳
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a

現業部門

発 注 台 帳

注 文 残

送 り 状

管 理 課

出 辱 依.頼 移管依額

D7

田

‡壬

D6 出 庫 台 帳

品 切 原 因

a

地営資材

資材管理の一部をSDF(Structuctured Data F10W Diagram)で記述Lた例を示すもので.この図で記述イメージをつかむことが

ために用いる｡図9は,資材管理業務をSDFで記述した例の

一部を示したものである｡構造化日本語は業務処理,コンピ

ュータ処理の論王里を正確に記述するための技法である｡日本

語のもっているあいまいな表現を避け,使用してよい文章,

言語の制限及び段落付けによる文章の構造化,段落単位の番

号付けなどにより,だれが読んでも正確に理解することがで

きるように配慮している｡

4.3 構造設計技法

構造設計技法は,主にプログラム設計フェーズを支援する

技法である｡本技法では｢処理に基づく分割から機能に基づく

分割+を原則とすることにより,個人的な技術に依存すること

なく作業を進めることができ,生産性,信頼性及び保守性の

向上が図れる｡

4.4 構造化プログラミング技法

構造化プログラミング技法は,プログラム作成段階での生

産性,信頼性及び保守性の向上を達成するための技法である｡

本技法は,構造設計技法に基づいて設計されたプログラムの

コーディング作業に適用され,見やすく分かりやすいプログ

ラミング及び70ログラムの部品化を実現する｡

本技法では,COBOL及びPL/Ⅰによるコーディング基準書

も用意している｡

B 支援ツール

支援ツールとして以下のものを用意している｡

(1)要求定義分析ソフトウエア6)

要求定義分析ソフトウェアは,システムについての要求,

外部仕様,機能仕様などの決定事項を逐凍:データベースに蓄

え,システムの利用者や設計者に必要なドキュメントを出力

し,入力情報の抜けや矛盾をチェックするソフトウェアである｡

(2)プログラム開発維持支援システム

CORAL(CustomerOrientedApplicationProgram Devel-

Opment System)は,コンピュータ部門でのプログラム開発と保

守の作業を支援するソフトウェアである｡仕様書言語と呼ば
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れる日本語によるプログラミング言語と,プログラムを対話

的に開発･保守するための機能を具備している｡

(3)運用管】里システム

`-HOPSS''(HitacbiOperation Support System)は,計算

機の運用に関する作業の標準化を行ない,機械化することに

より作業の効率向上と信頼性の向上とを図るものである｡本

システムは,ユーザー業務のスケジューリング,作業管理,

データセットの管理,ボリューム管理,稼動実績管理までの

一連の作業を管理する機能を具備している｡

tヨ 結 富

"HIPACE''は,アプリケーションシステム開発の標準化,

及び体系化を行なったものであり,常に拡大の傾向にあるユ

ーザーア70リケーションシステムを,長期にわたり建設,拡

充していく際の基本となるものである｡

今後,より多くのシステムへ"HIPACE''の普及を図るとと

もに,システム建設の効率向上のための技法及び支援ツール

を更に開発する｡また各種ソフトウェア製品がより効果的に

使用きれる環境の整備を図る予定である｡
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